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(1) 交通バリアフリー基本構想について 

① 基本構想策定の経過 

豊中市では、平成１３年度から、だれもが安全で便利に移動できるように、駅を中心とした地区に

おいて、交通バリアフリー基本構想の策定に取り組んできました。そして、平成１７年３月には「岡

町駅地区交通バリアフリー基本構想」を策定しました。 

今後、この基本構想に基づき、具体的な整備計画（道路特定事業計画）をたて、平成22年度完成

を目標に事業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 基本構想の内容 

 基本構想の中では「岡町の道路を考えるワークショップ」で対象とする岡町熊野田線と、中桜塚第

11 号線を、特定経路（駅と高齢者や身体障害者等がよく利用する施設を結ぶ主要な経路）として位

置づけ、下記のような事業を予定しています。 

 

 

 

 

(2) 岡町の道路を考えるワークショップについて 

① ワークショップの内容・目的 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後のスケジュール（予定は変更することがあります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１．ワークショップと今後の進め方 

＊基本構想より抜粋 
［岡町熊野田線］ 
・アーケードのない区間については、歩車共存道路として、自動車の速度を抑制し、歩行者の安
全な通行が確保できるよう、歩行空間の改善を検討します。 

・駅から市役所まで、視覚障害者を適切に誘導できる方策について検討します。 
 
［中桜塚第１１号線］ 
・歩道の拡幅、段差・凹凸・急勾配の解消等の歩道改良を行います。 
 

 
 
 
 
 
 

Ⅰ．これまでの経過と今後の進め方 

討議内容：岡町熊野田線・中桜塚第11号線のバリアフリー化整備のあり方 

目 的： 当該道路に対する意見を幅広く収集し、バリアフリー化整備を検討する際の判断材料とする。

 各関係者が、互いの意見や考え方を把握しながら自由に意見交換を行う場とする。 

第 2回WS (１０月１２日) 

・ 整備案の検討 

実証実験 (９月７日) 

・ 視覚障害者を対象に誘導方

策案の実証実験 

交通バリアフリ
ーワークショッ
プ 
（市民が集まって

バリアフリー化に

ついて意見交換し

ました。） 

 

豊中市交通バリアフリ
ー基本構想検討委員会
（学識者、市民代表、事業

者等の委員が集まり基本

構想について審議しまし

た。） 

＊岡町駅地区交通バリアフリー基本構想は多くの市民の方々のご協力で策定しました。 

第3回WS (１１月３０日) 

・ 整備案のとりまとめ 

岡町熊野田線等整備計画策定 

岡町駅地区道路特定事業計画の策定 

平成20年度  

詳細設計・補助要望 

平成 21年度 工事 

第 1回WS (7 月 19日) 

・ 問題点と課題の抽出 

・ 整備事例に対する意見交換 

第１回 岡町の道路を考えるワークショップ 資料 
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いいずずれれのの区区間間ににおおいいててもも視視覚覚障障害害者者  

誘誘導導方方策策がが実実施施さされれてていいなないい。。  
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■ 岡町熊野田線 

Ⅱ．課題と考えられる整備事例 

 全幅は、約８ｍの対面通行で、
歩道がない。 

 看板や商品に加え、自転車や
バイクが、道路の中央付近ま

で置かれ、通行を阻害。 

 アーケード出口は、荷さばき
車両などの路上駐車が多い。 

 岡町と市役所を結ぶ主要経路
であり、歩行者・自転車が非

常に多い。 

 視覚障害者誘導用ブロックが
ない。 

 昼間12時間の歩行者通行量は、約7,400
人。車道を一方通行化（４ｍ）しても、歩

道は２ｍ（両側で４ｍ）しか確保できず、

容量不足。 

 そこで、歩道と車道の物理的な分離を行わ
ない歩車共存道路として、自動車の速度を

抑制し、歩行者通行の安全性の向上を図

る。 

 市役所への主要経路となっており、視覚障
害者の誘導策が必要。 

 しかし、視覚障害者誘導用ブロックは歩道
にのみ設置可能であり、歩道が設置されて

いない本路線には視覚障害者誘導ブロッ

クを設置することはできない。 

 そのため視覚障害者誘導用ブロックにか
わる、誘導方策を検討実施する。 

 誘導方策の設置にあたっては、視覚障害者
を対象とした実証実験を行い、その有効性

を検証する。 

 アーケードのある商店街。 
8時～22時までは、自動車の

進入規制。 

 幅員は場所により異なり、 
概ね 4.3m～8.0m。 

 商店街として平板ブロック舗
装(人優先を印象づける舗装)

を行っている。 

 自動車進入規制によって、自転車・歩行者
専用と同等になっているため、新たに歩行

空間を確保する必要はない。 

ア
ー
ケ
ー
ド
の
な
い
区
間 

両
区
間
共
通 

ア
ー
ケ
ー
ド
区
間 

考え方 現状・課題 整備イメージ 

整備前 

 

 

アアーーケケーードドののなないい区区間間  

 

 

 

整備後 

 

 

整備前 

 

 

アアーーケケーードド区区間間  

 

 整備後 
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参参考考資資料料：：歩歩車車共共存存道道路路のの整整備備効効果果（（国国交交省省 HHPP よよりり））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

歩歩行行者者・・自自転転車車をを優優先先ししたた道道路路でではは安安全全性性がが向向上上ししてていいまますす。。  

大阪 豊新地区 

歩行者優先の道路空間形成されたことで、歩行者事故が約１０分の１に減少。 

区役所、保健所、警察署などの主要公共施設が集まるこの地区では、クランクや一方通行規制などを整備したことにより、歩行者の交通 

事故が約１０分の１に減少するという効果が得られました。 

クランクと 

一方通行規制 

の整備効果事例 

東京都品川区 旗の台地区 

危険な通過車両の走行を抑制し、教育・医療施設へのアクセスの安全性を確保。 

かつて、この地区の道路は、教育・医療施設が多い文教地区であるにもかかわらず、幹線道路の抜け道となっていました。 

交差点ハンプ、イメージ狭さくなどを設置することにより、エリア内の自動車の走行速度が６km／ｈ減少するという効果が得られました。 

ハンプと狭さくの

整備効果事例 

整備後、対象エリア内の自動車の走行速度が６km／ｈ減少。 

■エリア内の自動車の走行速度 

 

41.3km/h 

35.4km/h 約 6km/h 減少 

整備前 

（H8） 

整備後 

（H10） 

クランクと一歩通行規制によって、交通事故発生状況が 

大きく変化。 

■エリア内の事故件数の推移 

11 件 

25 件 24 件 

1 件 

11 件 11 件 

歩行者 自転者 車両相互 

10件 
減少 

14件 
減少

13件 
減少 

整備前 

（H7～8） 

整備後 

（H10～11） 



5 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 中桜塚第１１号線 

現状・課題 考え方と整備イメージ 

 歩道が１.５ｍと狭い。 

 急勾配や凹凸があり、歩行の安全性が低下。 

 電柱や路上駐輪・駐車が多く、通行しにく
い。 

 東側に歩道があるので、福祉会館に行く際、
道路を横断する必要がある。 

 視覚障害者誘導用ブロックの設置はない。 

 

 
整備前 

断面図 

現状の東側歩道を拡幅します。 

 

 

 

 

〔利点〕 

 歩道を、2.0～2.5ｍに拡幅し、歩行者の
安全性が向上。 

 

〔欠点〕 

 福祉会館等、西側施設への移動の際は、
車道を横断しなければならない点で、

現状と変わらない。 

 車道幅が狭くなり、路上駐車があれば通
行しづらい。 

歩道を西側へ移設します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔利点〕 

 歩道は、2.0～2.5ｍ確保し、歩行者の安
全性が向上。 

 福祉会館等、西側施設へのアクセス性を
改善。 

 

〔欠点〕 

 桜塚公園等、東側に立地する施設へ移動
する際は、車道を横断する必要がある。 

 車道幅が狭くなり、路上駐車があれば通
行しづらい。 

 

１１案案：：東東側側歩歩道道拡拡幅幅案案  ２２案案：：西西側側歩歩道道設設置置案案  

歩車共存道路として、整備します。 

 

 

〔利点〕 

 東西施設へのアクセス性は、両側に歩行
空間（幅員2.0ｍ）を設けることで確保。

 東西の行き来は、段差のない道路となる
ため容易。 

 

〔欠点〕 

 歩行者の安全性は、車道との高さが同一
となるため低下。 

 路上駐車の増加が懸念。 

３３案案：：歩歩車車共共存存道道路路整整備備案案  



第 1回 岡町の道路を考えるワークショップ(開催概要) 

 

日時 

  平成 19 年 7 月 19 日(木) PM 2:00～4:00 

 

場所 

  福祉会館・3 階集会室 

 

出席者 

  52 人 

 

内容 

 1.開 会 

  

 2.説 明 

 

 ・これまでの経過と今後の進め方 

 ・課題と考えられる整備事例 

 ・浸水対策 

  

 3.グループ毎の意見交換 

 

 

4 グループにわかれて、 

岡町熊野田線や中桜塚第 11 号線の整備方策について意見交換を行いました。 

各グループとも熱心に議論が進み、あっという間に時間が過ぎてしまいました。 

  

 4.グループの意見発表 

 

 

各グループの代表に、討議結果を発表して頂きました。 

事務局の提示した整備事例に対する賛成･反対意見だけでなく、 

荷さばき等の違法駐車が多い、自転車問題を解決する必要があるといった、 

地域のまちづくりに関わる様々なご意見も多数頂きました。 

  

 5.閉 会 

 
 このワークショップで頂いた意見をもとに、事務局で整備案をとりまとめ、 

 第 2 回ワークショップでご意見を頂く予定です。  
 




